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　様々な声がある中で１年延期となった東京オリ
ンピック・パラリンピックが開催された。オリン
ピック選手を見ると最年少は12歳、最年長は66歳
と実に幅広い年齢層だ。日本人選手の活躍では少
年の活躍に驚かされた。結果はどうあれ、どの選
手からも開催できた喜びと感謝の言葉が伝えられ、
見る者は多くの感動と驚きを受けた。コロナ禍で
の開催と併せ、長く人々の記憶に残る大会となる
だろう。
　ワクチン接種が広まり、ホッとしたのも束の間、
未だに新型コロナウイルス感染症の収束が見えな
い。人類が今まで検知したことのないようなス
ピードで変異株が出現し、人々を戸惑わせる。そ
れでも、こと人命が関わった時の研究者の取組と
閃きには目を見張る。各国から自国開発のワクチ
ンや治療薬開発のニュースが伝わってくる。かつ
て助からないと言われていた HIV／AIDS も満
屋裕明氏（現　国立国際医療研究センター研究所
所長）により世界で最初に開発された AZT をは
じめとする治療薬の出現で、AIDS は手の施しよ
うのない不治の病ではなくなっている。厳しい環
境や事態に遭遇した時にも、人類はその解決や対
処に向けてそれまで蓄積されてきた知見や新たな
アイディアの創出により見事に乗り越えてきた。
　一方で、夢を描き、夢を追い続けることでも新
たな知見が創造される。「火星人になりたい。」東
京大学工学部の学生であり、一般社団法人炭素回
収技術研究機構（CRRA）代表理事・機構長を務
める村木風海氏。小学生の時に祖父から贈られた
スティーヴン・ホーキング博士の子ども向けの宇
宙冒険小説を読み、それから火星に住むことを夢
見たという。火星の大気の大半が二酸化炭素であ
ることを知り、二酸化炭素の研究と向き合う。そ
して、世界最小の二酸化炭素吸収機「ひやっしー」
を開発する。さらに二酸化炭素を固定しガソリン
に作り変える「そらりん計画」を構想する。小学
校時代に夢見たことを追い続けている村木氏の夢
は一歩一歩現実に向かおうとしているように思え
る。私たち教師は眼前にいる生徒にどれだけ夢を

描かせ、それを追い続けていこうとする意欲を育
てることができているだろうか。
　今年度から中学校は新しい学習指導要領が全面
実施となり、併せて学習評価も新しくなった。私
たちの授業は、生徒に「何ができるようになるの
か」が伝わり、資質・能力の三つの柱に基づく学
びを後押しできているか。主体的で対話的な深い
学びにより「どのように学ぶのか」が理解・習得
されているのか。今一度学びの全体像を俯瞰した
い。また、カリキュラム・マネジメントの一環と
しての学習評価となっているか、学習評価の基本
構造を理解し、主体的に学ぶ態度の評価をはじめ、
各観点の評価が具体的で信頼に足るものとなって
いるのか。切り替わりの時期を迎え「新しい酒は
新しい革袋に盛れ」となっているか、改めて見直
したいものだ。
　新型コロナウイルス感染症の流行により、学校
での学習活動が制限され、従来のような取組がで
きなくなっている。理科もグループでの観察・実
験を進めることが難しい。さらに、GIGA スクー
ルが一気に導入され一人一端末を各教科等でどの
ように活かすか、教師の英知が求められている。
実験も理科室でのグループではなく、マイクロス
ケール実験のようなものを工夫し教室で実験がで
きないだろうか。このような一人一実験・一観察
の実践例は今までの道中理大会や研修会での多く
発表されている。
　このような困難な時期だからこそ、道中理の今
までの足跡を掘り起こしたり、現会員のそれぞれ
の実践や秘めたアイディアを共有したり、協働し
てより具体的な効果が見込めるものへと高めてい
きたいものである。コロナ禍にあり、いろいろな
学会・研究会の大会が新しいスタイルでの運営へ
と変わってきている。これも単にコロナ禍ではな
く、Society5.0社会へと移っていく過渡期の取組な
のではないかと思う。道中理も新たな時代に向け
て、会員の英知を合わせ新たな一歩を踏み出したい。

 （札幌市立幌東中学校長）
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Ⅰ 研究副主題について

　北海道中学校理科教育研究会の2014年度からの 

研究主題、「自然と人間との調和をめざし、未来

を創造する力を育む理科教育」（８年継続研究）

を受けて、釧路中学校理科教育研究会（以下、釧

中理）では、「自然との共存・共栄を目指し、学

びに向かう力を育成する理科教育」という、研究

副主題を設定した研究実践を重ねてきた。これま

で釧中理では、平成24年度の釧路大会において、

「自己評価を通して学ぶ意欲を育てる理科学習」

という研究主題のもと、学習評価・学習意欲の向

上に重点を置いた研究発表を行った。

　今年度からは新学習指導要領が施行され、理科

で育成を目指す資質・能力の育成と理科を学ぶこ

との意義や有用感の実感、理科への関心を高める

ことが重視された。全国学力・学習状況調査での、

「理科の勉強が好き」「理科の授業で学んだことが

将来社会に出た時に役に立つ」という項目でも下

降傾向が見られることからも、学習する有用感を

高めることは喫緊の課題ともいえる。

　そこで、釧中理では、前述した副主題のもと、

今後予測不可能な速度で変容しようとしている社

会に対応できる人材の育成のために、これまでの

研究実践を踏まえながら、未知の事象や課題に対

しても科学的根拠をもって、自分なりの最適解を

導き出すことができる生徒の育成のため、指導実

践の工夫にあたってきた。

　具体的には、既習事項や生活経験から得た知識

とのずれを感じさせる事象等を提示することで、

生徒から「学びたい」を引き出し、学習に向かう

意欲を高めることができると考えた。また、生徒

たちが自然事象への感動、不思議さ、素晴らしさ

を体感できる理科の授業を通して、既習事項を身

近な自然と重ね合わせることによって、自然の理

解を深め、自然を総合的に捉える見方・考え方が

養われ、このような授業を繰り返すことにより、

自然との共存・共栄を目指す態度が醸成されてい

くと考えている。さらに、理科の学習を通して、

日常生活に実用性を感じたり、社会生活に有用性

を感じたり、あるいは、学習内容そのものの楽し

さを感じたりすることで、自らの意思で学びを人

生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間

性が涵養されていくと考える。既習事項や身に付

けた理科の見方や考え方を生かして未知なる課題

を解決しようとする姿を引き出し、学びに向かう

力を育成していきたい。

Ⅱ 研究の仮説

Ⅲ 研究の内容と方法

自然と人間との調和をめざし、未来を創造する力を育む理科教育

大会主題・副主題と研究の概要

釧路中学校理科教育研究会　研究部長　三光楼　正洋（北海道教育大学附属釧路義務教育学校）

　生徒から引き出した探究を積み重ねるこ

とにより、自らの意思で学びに向かう力が

育成されるだろう。

【研究内容１】

「自ら学びに向かう力」を育てる指導計画

・自ら学びに向かう力を育成するために、

ストーリー性のある単元構成の工夫。

【研究内容２】

必要感をもたせたり、思考を深めたりでき

る授業構築

・既習事項や生活経験から得た知識とのず

れをもたせるなどして、必要感のある課

題を生み出すための導入の工夫。

・事象について根拠を伴って説明ができる

ようにするために、問い返しの工夫。
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　昭和50年代前半の桜ヶ岡・益浦地区の人口増加

に伴い「仮称 白樺台中学校早期設立期成会」が

発足。昭和53年３月名称が「釧路市立桜が丘中学

校」と決定する。

　昭和54年４月６日、春採中学校より２年生304

名が移り、開校式・始業式を挙行。

　４月７日第１回入学式で349名の新入生を迎え、

653名の１、２年生の生徒でスタートを切る。

　令和２年度末現在で卒業生も6,154名となる。

　本校は昭和22年５月３日、白糠小学校の一部を

借用して認可６学級として開校した。昭和27年３

月には十勝沖地震により校舎が大破したが、改築

を重ねながら教育活動を推進してきた。昭和36年

には18学級が認可となり本校の歴史上最大規模と

なった。

　部活動は輝かしい実績を残し、男子バレーボー

ル、女子ソフトボール、ソフトテニス、卓球の各

部が全道大会に出場している。中でも、バレーボー

ル、ソフトボール、ソフトテニスの各部は全国大

会に出場し、昭和59年度にはソフトボール部が全

国制覇を果たしている。吹奏楽部は全道大会で金

賞を受賞し、郷士史研究部（駒踊り）の活躍も大

きな特色であった。

　平成７～８年度には校則と制服（ブレザー型）

を見直し、平成９年には開校50周年記念式典を挙

行した。生徒会においては、ボランティア委員会

が中心となって、白糠町の海岸線の大掃除を実施

したり、養護学園や高齢者と交流したりするなど、

意欲的に取り組んでいる。

第59回北海道中学校理科教育研究会釧路大会

大会主題

　「自然と人間との調和をめざし、未来を創

造する力を育む理科教育」

大会副主題

　「自然との共存・共生を目指し、学びに向

かう力を育成する理科教育」

１　主催　北海道中学校理科教育研究会

２　主管　釧路中学校理科教育研究会

３　後援　北海道教育委員会　

　　　　　釧路管内町村教育委員会連絡協議会

　　　　　釧路市教育委員会

　　　　　北海道小学校長会

　　　　　北海道中学校長会

　　　　　釧路市小中学校校長会

　　　　　釧路校長会

　　　　　北海道エネルギー環境教育研究委員会

４　期日　令和３年11月５日㈮

５　日程　12:30 開会式・概要説明

          13:10 公開授業／授業分科会

　　　　　14:50 研究発表

　　　　　16:20 閉会式

６　運営会場　釧路市立桜が丘中学校

７　分科会及び授業者

　【１学年分科会】「光・音・力」

　 熊谷　遼　教諭（白糠町立白糠中学校）

　【２学年分科会】「化学変化と原子・分子」

　 寺岡　峻　教諭（標茶町立標茶中学校）

　【３学年分科会】「運動とエネルギー」

　 山岡　雅典　教諭（釧路市立青陵中学校）

８　開催形式　全てオンライン形式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参加申込（詳細は最終案内に掲載します）

⑴ 参加費　1,000円

⑵ 問い合わせ先

　　大会事務局　釧路市立阿寒中学校

　　　　事務局長（教頭）　　岩谷　拓実

　　TEL　0154-66-3351

　　FAX　0154-66-4021

釧路市立桜が丘中学校
生徒数　137名　７学級

釧路市桜ヶ岡６丁目27番12号
TEL 0154-92-0711

運営会場

白糠町立白糠中学校
生徒数　79名　５学級

白糠郡白糠町西４条北２丁目２番地８
TEL 01547-2-2825

授業校紹介
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　昭和22年標茶村立標茶中学校として設立認可さ

れる。道立標茶農業学校敷地の一部を借用して開

校し、川上郡標茶村立標茶中学校と称する。昭和

25年町制施行により川上郡標茶町立標茶中学校と

改称する。

　平成９年には食品容器環境美化協会実践優良校

表彰・釧路管内教育実践表彰を受賞、平成10年度

北海道教育公務員共済会教育実践校に推薦、教育

講演会（NASA ルイス研究所　三好和壽氏）の

開催など、多くの教育実践研究に取り組んでいる。

　また、平成27年には吹奏楽部が釧路地区吹奏楽

コンクールで金賞（Ｃ編成）受賞、全道大会へ出

場など、部活動も盛んに行われている。

　2004年、釧路市立緑陵中学校と釧路市立武佐中

学校が統合し、釧路市立青陵中学校が開校される。

　いじめ撲滅のために取り組んでいる ISSY 運動

や、小中連携・学校と家庭、学校と地域の連携の

推進による統一した指導の実施、地域の方々と交

流を通して社会生活の基盤の育成を図るため、ひ

まわりロードの花壇づくりを行うなど、特色ある

教育活動を行っている。特に ISSY 運動について

は生徒会が主体となり、平成20年度から生徒自ら

がいじめの撲滅に対し真剣に取り組み、啓発活動

やバッジの作成・配布などを行っている。

　また、野球部・サッカー部などをはじめ、部活

動が盛んにおこなわれており、スピードスケート

は平成27年・28年と２年連続で全国大会出場を果

たしている。

１　授業の目的

　新学習指導要領から追加された光の分光につい

て、虹をつくるモデル実験を通して、「光の反射」

「光の屈折」などの既習事項を使って説明するこ

とを目的としている。

　発展的な内容ではあるが、既習事項の振り返り

を意識させる授業を展開することで、「虹」とい

う自然現象について考えることで、「知りたい」「学

びたい」という生徒の姿を引き出すことをねらっ

ていきたい。

２　研究との関わり

⑴「自ら学びに向かう力」を育てる指導計画

　自然事象の中から学習課題に向き合うときに、

前時までの既習事項である「光の反射」「光の屈折」

「プリズムによる光の分光」を活用できるような

授業展開にしていくことで、生徒自身が既習事項

と身近な自然を関連付けられるようにしていきた

い。

⑵必要感をもたせたり、思考を深めたりできる

　授業構築

　「虹」という自然事象について考えるという生

徒の興味関心から発出された課題を用意すること

で、学習に対して、必要感をもたせられるように

工夫する。また、意図的な問い返しを行うことで

根拠を伴って生徒自身が説明し、自らの考えを深

めていける場面を用意していきたい。

３　本時の授業について

　「虹はなぜできるの？」という疑問を生徒から

引き出し、単元を通して学んできた「ものの見え

方」についての知識を利用し、生徒が課題を解決

していけるようにしていきたい。授業展開を工夫

することで、生徒自身が学びに向かっていけるよ

うにしていきたい。

標茶町立標茶中学校
生徒数　169名　11学級

川上郡標茶町常盤９丁目１番地
TEL 015-485-2047

授業校紹介

釧路市立青陵中学校
生徒数　396名　14学級

釧路市緑ヶ岡６丁目９番42号
TEL 0154-46-1161

授業校紹介

第１分科会　第１学年

「身近な物理現象」
～虹はなぜできるのか～

授業者

白糠町立白糠中学校　熊谷　遼　教諭
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１　授業の目的

①生徒自らの意思で「学びたい」「解決したい」

と思う授業の構築。

②既習事項を日常生活と繋げていける生徒を育成

する。

　以上のことを目的としている。

２　研究との関わり

⑴「自ら学びに向かう力」を育てる指導計画

　学習課題（教師から与えられたもの）ではなく、

学習問題（生徒から引き出されたもの）になるよ

う、前時に生徒が持った疑問を次時の学習問題へ

とつなげていくことを毎時間意識し、授業を展開

していくことで生徒の興味関心を引き出していく。

⑵必要感をもたせたり、思考を深めたりできる

　授業構築

　教師からの問い返しにより、分かったつもりに

なっている生徒の疑問を明確化する。そして、生

徒自身が学んだことを交流できるよう授業をデザ

インしていく。学んだことを日常生活の中で生か

されている視点をもたせ、自分の言葉で科学的に

他者へ説明することを習慣化させていく。

３　本時の授業について

　「なぜ消火器だと火が消えるの？」「消火器の中

身って何なのだろう？」といった疑問を生徒から

引き出したい。そして、単元を通して培ってきた

知識や、交流の習慣化による学び合いや知識の深

化をはかり、生徒が自分の力で課題を解決してい

く中で達成感を味わわせたい。これらを通して、

「自らの意思で学びに向かう力」の育成につなげ

ていきたい。

１　授業の目的

　授業学級の生徒は、課題に対して意欲的に取り

組もうという姿勢が見られるが、問題や課題に対

して見通しをもって取り組んだり、相手に伝わる

ように説明したりすることに苦手意識をもってい

る。

２　研究との関わり

⑴自然事象への関心をもたせる工夫

　「エネルギー環境教育研究委員会道東支部」の

協力を得ながら、身近な電気というエネルギーを

基盤に扱うことで、実生活とのつながりなどから

関心を高められると考える。同時に、社会の中で

何となく知っていた“知識”とのずれや根拠がな

かった事実と出会うことで、知的好奇心や葛藤の

喚起をねらっていく。

⑵必要感のある交流のための工夫

　お互いの知識や認識を紡いでいくことで課題を

解決できるような授業体系の工夫によって交流に

必要感をもつことができると考える。そのために

生徒の“何となく”に対して根拠を付け加えて外

部発信できるように問い返しなどから疑問や課題

を明確化していきたい。

⑶「自らの意志で学びに向かう力の育成」に

　向けた単元デザインの工夫

　上記の取組を単元全体の中で計画的に取り入れ、

学びの連鎖を図っていく。

３　本時の授業について

　本時の授業では、身近な電気製品を題材に、エ

ネルギーの変換効率の違いを「何となく」から「根

拠を示して」求めていく展開を検討している。ま

た、エネルギーの有効活用などの観点から、次単

元のコージェネレーションなどにもつながる授業

を行う。

第２分科会　第２学年

「化学変化と原子・分子」
～消火器には

何が含まれているのだろうか～
授業者

標茶町立標茶中学校　寺岡　峻　教諭

第３分科会　第３学年部会

「運動とエネルギー」
～エネルギーの変換と効率～

授業者

釧路市立青陵中学校　山岡　雅典　教諭
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      令和３年度 北海道中学校理科教育研究会 夏季研修会要旨

　７月24日㈯に、ホテルライフォートにて道中理

夏季研修会が行われた。今年度は、札幌以外の地

域についてはオンラインを活用して参加する研修

会となったが、60名近くの先生方が参加し、たい

へん実りの多い研修会となった。

１　第59回道中理釧路大会について

　令和３年11月５日に釧路市立桜が丘中学校を会

場として行われる。今回は初めて、オンライン形

式での開催となる。内容はP２～５のとおりである。

２　第68回全中理広島大会　発表概要

　第68回全中理広島大会は、初めてのリモート開

催で行われることとなった。夏季研修会では、３

名の発表者が、本番を想定してオンラインで発表

を行った。

「教育課程」　髙橋　晋司　教諭

（函館市立戸倉中学校）

「『学びの過程』を通して、資質・能力を系統的

に育む理科教育」

　指導計画の中に、中学校理科と日常生活が関

連していることを感じられる学習を位置付ける

こととと、「学びの過程」を意識した学習によっ

て、日常生活の課題や持続可能な社会の在り方

について、思いを巡らせたり、考えたりできる

生徒の育成をねらいとして実践を行った。具体

的な研究内容として、①指導と評価の一体化の

ための単元の指導計画・評価計画の作成と、②

「学びの過程」を意識付けるワークシートの工

夫を行った。

「学習指導・評価」　三上　貴也　教諭

（旭川市立中央中学校）

「質の高い学びをデザインし、科学的に探究す

る力を育てる理科学習」

　科学的に探究する力を育てるために、教師側

の視点と生徒側の視点から学びのデザインを

行った。教師側からの視点として、探究的に学

ぶ場面が適切に位置付けられたストーリー性の

ある単元構成の工夫や、探究の過程を可視化し、

生徒が検討・改善、振り返りを行うためのワー

クシートの工夫、科学的に探究する力の高まり

を見取る評価の工夫などを行った。生徒側の視

点としては、目的意識をもって他者と多様な考

えを交流する課題探究の工夫や、論理的に筋道

を立てて結論を導き出す課題解決の工夫を行っ

た。

「観察・実験」　桑原　俊行　教諭

（札幌市立平岡緑中学校）

「未来を創造する力を育む観察・実験」

　未来を創造する力のうち、「問題を見いだし、

課題や仮説を設定する力」を育むために、生徒

が考える仮説を「これまでの学びを根拠として

結果を予測するとともに、検証に必要な方法を

考え、結果の見通しをもつこと」と設定し、検

証方法の立案を生徒自らの力で行うことができ

るように実践を行った。また、「自らの学びを

振り返る力」「他者と協働して課題の解決につ

なげる力」を育むために、考え方シールや探究

シート、情報カードを用いた交流を行った。

３　実践発表

　今年度から本格的に学校教育への ICT 活用が

導入されたことを受けて、先進的に取組を行って

いる２校から実践が発表された。

黒川　陽介　教諭（札幌市立中央中学校）

　中央中学校はモデル研究校に選ばれ、昨年度の

11月から様々な実践を行っている。具体的な実践

として、タブレット学習ソフト「ミライシード」

を利用した授業や「Jamboard」を利用した授業、

理科教育センターの観察レシピを利用した授業に

ついて報告された。

　タブレット PC の有用性としては、協働学習の
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令和３年度「道中理」常任理事会・理事会・事務局総会報告

　５月８日、令和３年度の道中理理事会が、ホテルライフォート札幌で開かれました。会では令和
３年度の事業計画・各部活動計画・予算案について審議され、原案通り承認され、役員の選出、理事・
事務局員の委嘱が行われ、今年11月の釧路大会の運営についても確認されました。

令和３年度　役員、理事、事務局員

会　　長 荒島　　晋（札幌市立幌東中学校長） 再 会計監査 正岡　宏樹（札幌市立西野中学校校長） 新

副 会 長 山川　俊巳（旭川市立嵐山中学校長） 新 事務局長 古川恵美子（札幌市立山鼻中学校教頭） 再

副 会 長 木村　雅彦（函館市立五稜郭中学校長） 再 　　次長 今井　　貴（札幌市立八軒東中学校教頭） 再

副 会 長 青木　　悟（釧路市立桜が丘中学校長） 新 　　次長 林　　康弘（札幌市立北野中学校教頭） 再

副 会 長 髙橋　伸充（札幌市立西岡北中学校長） 再 　　次長 齋藤　節仁（札幌市立平岸中学校教頭） 再

副 会 長 熊谷　誠二（札幌市立山鼻中学校長） 再 庶務部長 林　　義人（札幌市立啓明中学校教諭） 新

副 会 長 伊藤　　直（札幌市立栄町中学校長） 再 会計部長 長沼　文博（札幌市立柏中学校教諭） 再

旭川地区事務局長 小嶋　栄次（旭川市立中央中学校教頭） 新 組織部長 門田　章人（札幌市立琴似中学校主幹教諭） 新

函館地区事務局長 井下　貴光（函館市立北中学校主幹教諭） 新 編集部長 田口　佑弥（札幌市立向陵中学校教諭） 再

釧路地区事務局長 岩谷　拓実（釧路市立阿寒中学校教頭） 新 研究部長 小路　美和（札幌市立八軒中学校教諭） 再

会計監査 長内　康志（札幌市立宮の丘中学校長） 再 顧問 96名　常任理事 15名   理事 37名

ためのツールとして汎用性が高く、生徒の自己調

整を促すツールとして活用できることや、学習意

欲の喚起に効果的である。一方、生徒のメディア

リテラシーの育成が必要であることや、タブレッ

ト PC を使うことで満足することなく、探究を推

し進めるツールの一つとして活用することが大切

である。

坂見　　明　教諭（北海道教育大学附属函館中学校）

　附属函館中学校では、2018年から全生徒が各家

庭で購入した chromebook を有する環境「BYOD

（Bring Your Own Device）」で教育活動を行っ

ている。ICT の活用については、「SAMR モデル」

をもとに、「生徒の思考を深めながら互いの考え

を交流し、生徒間の学び合いを深めること」を重

視している。実践としては、クラスルーム、ドキュ

メント、フォーム、スライドを活用した具体的な

取組が報告された。

　現時点の課題と対策としては、できることから

置き換えてみることを継続させることと、アナロ

グ教材の良さも合わせて再認識すること、「合計

385時間すべての取組にGOOGLE WORKSPACE

のスキャンをかけ続ける」ことを大切にしている。

４　助言

　北海道教育大学　柚木　朋也　教授から次のよ

うな助言をいただいた。

〇生徒も先生も探究の過程の流れを意識すること

で授業が変わってくる。先生が生徒の探究にど

のように関わり、支援していくのかが一番大切

である。

〇道中理の研究は、研究内容を一つ一つ検証して

いることが素晴らしい。研究実践で一番難しい

のは生徒の成長が研究によるものかどうかとい

うことである。そのうえで検定を用いていくこ

とは価値がある。

〇 ICT をうまく活用することで教育は大きく変わ

る。しかし、理科の本質は本物に触れることで

あるので、すべてを ICT にするのではなく、う

まく両輪として活用していくことが大切である。



－ 8－

●５月８日㈯、事前に常任理事会を紙面実施した
後、令和３年度の理事会を、札幌会場と各地区を
結んで Web 開催し、令和２年度の事業報告並び
に会計決算報告と併せて、令和３年度の事業計画、
予算案、役員・常任理事・理事等が承認されまし
た。これを受けて事務局総会を紙面にて開催し、
本年度の道中理の活動が始まりました。
　本年度は、昨年度に引き続き、会長には荒島　
晋校長（札幌市立幌東中学校）が就任しました。
事務局長は古川　恵美子教頭（札幌市立山鼻中学
校）、各地区の事務局長は、旭川地区は小嶋　栄
次教頭（旭川市立中央中学校）、函館地区は井下
　貴光主幹教諭（函館市立北中学校）、釧路地区
は岩谷　拓実教頭（釧路町立阿寒中学校）が担当
します。
●７月24日㈯に夏季研修会を、札幌会場と各地を
つないで Web 開催しました。
　研修会では、釧路地区から全道大会の大会概要
等と今年度の研究について説明がありました。

　続いて、全中理広島大会がリモート開催となり
ましたので、函館地区、旭川地区、札幌地区の発
表内容を本番さながらのリモートで行い、活発な
質疑・応答により、全国大会に向けた改善点が明
らかになりました。休憩後は、函館地区と札幌地
区での ICT 活用の実践報告が行われ、意見交換
が活発に行われました。
　また、この研修会に先立って、全道研究部長会
を開催し、研究の共有を行いました。
●11月５日㈮に、第59回道中理釧路大会を開催し
ます。釧路地区では、釧路小学校理科研究会と連
携した研究が継続されています。指導案検討など
の段階から相互交流を図ることで、それぞれの授
業づくりに生かしております。
　新型コロナウイルス感染症への対策から、今回
は半日日程、オンライン形式での運営となってお
ります。全道どこからでも参加しやすい形式です
ので、ぜひ多くの参加をお願いいたします。

事務局から

令和３（2021）年９月15日　道中理　180号
編集発行　北海道中学校理科教育研究会
会　　長　荒島　　晋（札幌市立幌東中学校長）

事務局所在　〒064-0923
　　　　　札幌市中央区南23条西13丁目1-1
　　　　　　札幌市立山鼻中学校内
　　　　　　　　事務局長　古川　恵美子（教頭）
　　　　　TEL 011-531-9941　FAX 011-532-6597
　　　　　http://www.dochuri.org/
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